
 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

ぬ ま た っ 子 

 

学園教育目標 

【知】かしこく知性を高める 

【徳】なかよく情操豊かに

【体】心身たくましく 

………………………………… 

研究主題 

「思考力・判断力・表現力等」 

 の育成を図る学習指導 
〜学んだことの活用を通して〜 

第１号（６月発行）でもお伝えしましたが、令

和６年度の沼田学園は、「『沼田っ子でよかった

〜』と言ってもらえる教育活動の推進」を、学園

経営方針のスローガンとして掲げています。これ

は、北海道教育推進計画が掲げる「ふるさと教育

の充実」や、沼田町総合推進計画の「子どもたち

が誇りをもてるふるさとづくり」につながるもの

です。何より、子どもたちが、学園を卒業すると

きに、「沼田っ子でよかった」と感じてほしいとい

う願いは、沼田町民の皆様に共感いただけると考

えています。 

今年度の後半（８月〜）の学園の取組を紹介さ

せていただきます。 

【学力向上に向けて】学園協議会 
沼田学園では、「『思考力・判断力・表現力等』

の育成を図る学習指導」を研究主題として、小・

中学校の教員が合同研修を行っています。今年度

は特に、学んだ知識や技能を、授業の中で活用す

る場面を意図的に設定することを重視し、授業改

善に取り組んでいます。 

10月 25日（金）と 11月８日（金）には、

空知管内各小・中学校を対象に公開授業研究会を

開催し、研修の成果を発信しました。 

今後も、子どもたちの学力向上に向けて日々、

研鑽に努めてまいります。 

【夜高あんどん祭】小・中学校 
８月 23日（金）24日（土）の第４８回夜

高あんどん祭りでは、児童生徒は、両日とも沼

田っ子らしく、祭りを大いに盛り上げました。

参加にあたり、保護者の皆様をはじめ、地域住

民の皆様の力をお借りしながら、準備を進め、

当日も多くの方にお手伝いいただいたことに、

心から感謝を申し上げます。祭りの思い出は、

児童生徒の心に深く刻まれたことでしょう。こ

うした取組によって、自分が育った郷土、「祭

ばやしとほたるの里」の沼田町を、誇りに思う

はずです。 

【第 57回文化祭】中学校 
9月 7日（土）「笑顔満祭〜沼中の沼にハマ

ろう〜」をテーマに掲げ、第 57 回文化祭が行

われました。生徒会が中心となって準備を進め、

大成功の中幕を閉じました。留萌線の廃線をテ

ーマとしたステージ発表、校内装飾、演劇の熱

演、合唱など、文化的レベルの高い取組となり

ました。 

公開授業研究会の様子（小・中） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「いじめ」のない学校を目指して 
沼田学園では、「沼田学園いじめ防止基本方

針」に基づき、年間を通じて、組織的な取組を

行っています。児童生徒の実態を把握するため

に、教育相談やQUテスト等に加えて、年 2回

の「いじめアンケート」を実施しています。ア

ンケート調査では、「嫌な思いをしたことがあ

る」「友人が嫌な思いをしているのを見たこと

がある」という質問項目に注視し、これらの回

答があった場合は、校内いじめ防止対策委員会

を中心に全教職員の協力体制の下、情報を共有

し、対応に努めています。 

令和 6 年度（現在のところ）は、「嫌な思い

をしたことがある」事案（小学校７１件、中学

校 5件）をいじめとして認知し、早期の対応に

努めてきました。「嫌な思いをしたことがある」

事案としては、「冷やかしやからかい、悪口をい

われる」「軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして

たたかれたりする」「仲間外れ」等が主なもので

した。現在、全ての事案について、いじめの状

態は止んでおり、一定期間（3ヶ月）の経過を

見守っているところです。 

児童生徒同士は、概ね良好な人間関係を築い

ていますが、今後も学級や学校を、全ての児童

生徒にとって、落ち着く場所となる｢（心の）居

場所づくり｣を進めていきます。また、児童会・

生徒会活動等で、児童生徒が主体的に取り組む

協働的な活動を通して、児童生徒同士が「絆」

を感じ、紡いでいくことが望まれます。日々の

授業や行事等において、全ての児童生徒が活躍

できる場面づくりも合わせて、進めていきま

す。 

いじめのない学校を目指して、学校と家庭、

地域が共通理解を図り、「いじめを許さない」指

導や取組を行っていくことが大切です。学校で

も、児童生徒の様子を、きめ細かく把握するよ

う努めます。家庭、地域におきましても、子ど

もの変化に気付きましたら、遠慮なく、学校に

御連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

【学習発表会】小学校 
 10 月 12 日（土）学習発表会を開催しまし

た。10月に入り、学習発表会特別時間割が開始

され、毎日、体育館や視聴覚室、教室などで一生

懸命、練習に取り組んできました。第 6 学年演

劇「ウナカガメーユの雨がさ」をはじめ、歌にダ

ンスに器楽発表に、どの学年も素晴らしい発表

でした。 

【沼田町開拓１３０年記念式典】 
小・中学校   

 10 月２９日（火）、町民会館で行われた、町

開拓記念式典のアトラクションとして、学園の

全児童生徒による合同合唱「Believe（ビリーブ」

を披露しました。本番までに練習を重ね、約１４

０名による、素敵な歌声を出席者に届けること

ができました。 

【中学生議会】中学校 
 10 月 30 日（水）、行政や議会の仕組みに

理解や関心を深めること、まちづくりについて

考え、進んで参画しようとする意欲を高めるこ

とを目的として、「中学生議会」が沼田町議会

議場で開催されました。沼田町の発展や自分た

ちの生活などについて、将来、沼田町を担う一

員として、立派に提言しました。 

小・中 絆づくりの取組 


